
「働きやすさ」の促進・「働きがい」
の醸成の 2 軸で、多岐に亘る人事施
策を実施している点が評
価され、今回の入賞とな
りました。

厚生労働省後援 日本の人事部
「ＨＲアワード 2023」に入賞

NEWS RELEASE

製造業向けOTセキュリティサービス「Fortinet OT スター
ターパック 」の提供を2023年9月1日より開始しました。
本サービスを通じて製造業におけるOTセキュリティ対策
を強化し、更なる製造DX、デジタル化の推進と安心・安全
なOTシステムの環境実現に貢献します。

2023年8月30日

2023年7月10日

製造業の制御システム向け セキュリティリスクの
可視化サービスを提供開始

「キャリアオーナーシップとはたらく未来
コンソーシアム」に 2023 年度第3期も参画

2023年9月1日

第6回は、「LANケーブルの長さ」に
より通信の品質はどのように変化す
るか？実験を行い、そ
の実験結果も紹介して
います。

日経NETWORK（9月号）に記事が掲載
「実験で解消！ネットワークの素朴な疑問」

2023年9月6日

転職・働き方メディア『ミライのお仕事』に、
記事が掲載されました。

2023年8月8日

株式会社南都銀行が、営業活動を自動支援するスマート
フォン向けアプリケーション「Vymo」の利用を2023年8
月より開始しました。本サービスの導入により、業務用ス
マートフォンを活かした訪問ルート支援やスピーディな
活動記録等を実現し、営業活動をサポートします。

2023年8月7日

南都銀行へ営業活動を自動支援するアプリ
「Vymo」を導入

ネスレ日本株式会社は従前より海外拠点で利用していた
「FourKites」を国内導入し、2023年6月より本番稼働を開
始しました。本サービスを利用することで、輸送情報連携
の効率化、運送状況の可視化による輸送効率の向上、人
材の有効活用が期待できます。

2023年6月13日

ネスレ日本の物流可視化を実現する
「FourKites」の導入を支援
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企業間での相互副業や外部活動等で
得た知見を、キャリアオーナーシップ
推進に活かしながら、今
後の持続的な成長に向
けた取り組みを実施して
いきます。

「ミライのお仕事」に、弊社のカル
チャーや働き方についてのインタ
ビュー記事が掲載されました。

https://www.mki.co.jp/news/solution/20230613-1.html
https://www.mki.co.jp/news/solution/20230807-1.html
https://www.mki.co.jp/news/solution/20230830-1.html
https://www.mki.co.jp/news/information/20230710-1.html
https://www.mki.co.jp/news/information/20230808-1.html
https://www.mki.co.jp/news/information/20230901-1.html
https://www.mki.co.jp/news/information/20230906-1.html
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変化するオフィス利用方法とWi-Fi設計見直しポイント

おすすめコラム
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多くの企業が、出社をしなくても業務を継続できる仕組み作りを
IT施策として直近2年ほど取り組んできました。Web会議・業務
システムのクラウド移行・ペーパーレス化・リモートアクセス。そ
して、これらのセキュリティ対策。しかし、オフィス回帰への流れと
ハイブリッドワークに対して、オフィス内のネットワークインフラ
は以前に比べれば “出社する人が減った” のだからという理由で
手つかずのままになっていませんか？現在ではコニュニケーショ
ンツールを業務の中核として、音声通話・Web会議・画面共有と

いった通信容量が大きく品質の高いリアルタイム通信が要求さ
れるようになりました。時間帯によっては社内社外を問わずWeb
会議があちらこちらで開催されており、コロナ禍前に比べてWi-Fi
環境を過負荷にさせる要因となっています。また、Web会議のよ
うなリアルタイム通信は僅かな通信異常が音声の途切れや映像
の乱れといったユーザ体感を損なう挙動につながるため、社員
からのクレーム件数が何倍にも膨れ上がるという運用面への影
響も起きています。

ハイブリッドワークへ移行しつつあるオフィスでは、以前よりもイ
ンフラへの要求レベルが高くなり従来のWi-Fi設備を見直す必
要性が出てきています。アクセスポイントの数を増やすだけで
は、干渉し合うチャネルの数がすぐに上限に達してしまい、思う
ような効果は得られません。Wi-Fi 6Eは複雑な新機能などでは

なく、シンプルな周波数拡張という方法によってチャネル干渉問
題を解消し、ハイブリッドワークの高負荷なオフィスインフラに
相応しい進化を遂げたと言えるでしょう。新しいハイブリッドワー
クの要件に即したオフィスWi-Fiの見直しを始めてみてはいかが
でしょうか。

まとめ

Wi-Fi 6Eは2021年に認定が始まり、日本国内では2022年9月
から利用できるようになった最新規格です。Wi-Fi 6を拡張する
ことで2.4GHz/5GHzに加えて新しい周波数帯域6GHzが利用で
きるようになりました。
6GHzはグリーンフィールドと言えるほど他の干渉源が少なく、幅
広い周波数を確保したことでチャネルも最大59個利用すること
ができます。残念ながら日本では今のところ24個までしか使え

ないものの、屋内利用ではレーダ検知による緊急停波も必要な
く、安定利用ができるチャネル数が24個というのは設計する上
でも非常に心強いです。さらに、後方互換性を大事にしてきた
Wi-Fiとしては珍しく、Wi-Fi 6Eの6GHz帯は既存の古いデバイ
スでは利用できません。6GHzはWi-Fi 6E以降の最新デバイス
でしか利用できないということは低速なレガシーデバイスに引
きずられて無線空間が混雑しないということになります。

救世主となるかWi-Fi 6E！？

オフィスへの回帰とハイブリッドワーク

本コラムの詳細はこちら

https://www.mki.co.jp/knowledge/column156.html

